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contentscontents

日本を代表する食料基地十勝に立地する
帯広畜産大学とは
日本を代表する食料基地十勝に立地する
帯広畜産大学とは

園芸施設共済加入者の横顔園芸施設共済加入者の横顔
弟子屈町 大森慎一郎さん 圭美さん　ほか弟子屈町 大森慎一郎さん 圭美さん　ほか

抽選で30名に
「北海道ホテル オリジナルスープ

セット」をプレゼント！
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本
学
で
は
、
共
同
獣
医
学
課
程
の
学

生
に
対
し
て
、
獣
医
学
研
究
部
門
、
動

物
医
療
セ
ン
タ
ー
、
原
虫
病
研
究
セ
ン

タ
ー
、グ
ロ
ー
バ
ル
ア
グ
ロ
メ
デ
ィ
シ
ン
研

究
セ
ン
タ
ー
等
に
所
属
す
る
教
員
が
獣

医
学
ユ
ニッ
ト
を
形
成
し
、
教
育
研
究
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
帯
広
畜
産
大
学
と
北
海
道
大
学
に
よ

る
共
同
獣
医
学
課
程
で
は
、
双
方
の
大

学
の
強
み
を
活
か
し
て
相
互
補
完
的
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
ま

す
。
産
業
動
物
の
多
い
十
勝
に
あ
る
本

学
と
、
伴
侶
動
物
の
多
い
札
幌
市
に
あ

る
北
海
道
大
学
が
協
力
す
る
こ
と
で
、

内
容
の
濃
い
実
学
教
育
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
欧
州
で
は
、
獣
医
師
を
目
指
す
場
合

は
獣
医
学
だ
け
で
な
く
、
畜
産
の
知
識

も
学
び
ま
す
。
本
学
で
も
獣
医
・
農
畜

産
融
合
教
育
を
実
施
し
て
お
り
、
欧
州

と
同
様
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
本
学
に

来
て
い
た
だ

き
、
北
海
道

の
自
然
の
中

で
学
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

大
学
の
歴
史

　
帯
広
畜
産
大
学

が
立
地
す
る
場
所

は
、
明
治
３３
年
頃
に

「
中
村
善
右
衛
門
」

が
開
墾
し
、
当
時
の

川
西
村
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
１６
年
に

設
置
さ
れ
た「
帯
広
高
等
獣
医
学
校
」を
起

源
と
し「
帯
広
獣
医
畜
産
専
門
学
校
」「
帯

広
農
業
専
門
学
校
」と
改
称
し
な
が
ら
、
昭

和
２４
年
に「
帯
広
畜
産
大
学
」と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
平
成
１６
年
に「
国
立
大
学
法
人

帯
広
畜
産
大
学
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
４
月
に
は「
小
樽
商
科
大
学
」

「
北
見
工
業
大
学
」と
の
経
営
統
合
に
よ
っ

て
、
新
た
な
国
立
大
学
法
人「
北
海
道
国
立

大
学
機
構
」が
発
足
し
ま
し
た
。

写真提供：帯広畜産大学写真提供：帯広畜産大学

帯広畜産大学のシンボルマークは
「かしわ」の葉がモチーフで、カラー
は生命力や創造力を象徴するグ
リーン。アクセントのダークグリーン
は、大学が目指す知の成熟と実学の
深化を表現しています。

食を支え、くらしを守る Obihiro University 
of Agriculture and Veterinary Medicine

な
か
む
ら 

ぜ
ん  

　
え  

　   

も
ん

獣
医
学
ユ
ニ
ッ
ト
長　
佐
々
木
基
樹 

教
授

さ
さ
き
も
と 

き

畜産学部

学生数 （令和５年５月１日現在）

共同獣医学課程（６年制） 243
896 1,139畜産科学課程（４年制）

合計

畜産学研究科
（博士課程）

畜産科学専攻（前・後期） 172
34 206獣医学専攻

合計

別科 24酪農専修（２年制）
外国人留学生 国数 7325 留学生数

中村善右衛門氏の遺徳を伝える
顕彰碑

(人）

カ国

ユ
ニ
ッ
ト
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

日本を代表する食料生産基地北海道十勝地方の
帯広市に立地し、獣医や畜産を中心として食料生
産・流通などの幅広い領域に多くの人材を送り
出してきた帯広畜産大学を取材しました。
教員や学生のインタビューを通して帯広
畜産大学の魅力をご紹介します。
　

日本を代表する食料生産基地北海道十勝地方の
帯広市に立地し、獣医や畜産を中心として食料生
産・流通などの幅広い領域に多くの人材を送り
出してきた帯広畜産大学を取材しました。
教員や学生のインタビューを通して帯広
畜産大学の魅力をご紹介します。
　

This Special contents

に
おじゃまします
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本
学
で
は
、
共
同
獣
医
学
課
程
の
学

生
に
対
し
て
、
獣
医
学
研
究
部
門
、
動

物
医
療
セ
ン
タ
ー
、
原
虫
病
研
究
セ
ン

タ
ー
、グ
ロ
ー
バ
ル
ア
グ
ロ
メ
デ
ィ
シ
ン
研

究
セ
ン
タ
ー
等
に
所
属
す
る
教
員
が
獣

医
学
ユ
ニッ
ト
を
形
成
し
、
教
育
研
究
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
帯
広
畜
産
大
学
と
北
海
道
大
学
に
よ

る
共
同
獣
医
学
課
程
で
は
、
双
方
の
大

学
の
強
み
を
活
か
し
て
相
互
補
完
的
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
ま

す
。
産
業
動
物
の
多
い
十
勝
に
あ
る
本

学
と
、
伴
侶
動
物
の
多
い
札
幌
市
に
あ

る
北
海
道
大
学
が
協
力
す
る
こ
と
で
、

内
容
の
濃
い
実
学
教
育
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
欧
州
で
は
、
獣
医
師
を
目
指
す
場
合

は
獣
医
学
だ
け
で
な
く
、
畜
産
の
知
識

も
学
び
ま
す
。
本
学
で
も
獣
医
・
農
畜

産
融
合
教
育
を
実
施
し
て
お
り
、
欧
州

と
同
様
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
本
学
に

来
て
い
た
だ

き
、
北
海
道

の
自
然
の
中

で
学
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

北
海
道
大
学
と
の

共
同
獣
医
学
課
程

　
帯
広
畜
産
大
学
畜
産
学
部
と
北
海
道
大

学
獣
医
学
部
と
の
間
で
、お
互
い
の
大
学
の

特
徴
や
強
み
を
併
せ
持
つ「
共
同
獣
医
学
課

程（
Ｖ
Ｎ
Ｊ
：
Ｖ
ｅ
ｔ
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ 

Ｊ
ａｐ
ａ

ｎ
）を
開
設
し
ま
し
た
。

　
帯
広
畜
産
大
学
は
産
業
動
物
臨
床
・
食

品
衛
生
の
教
育
研
究
に
強
み
が
あ
り
、北
海

道
大
学
は
伴
侶
動
物
臨
床
・
感
染
症
・
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
教
育
研
究
に
強
み
が
あ
り

ま
す
。

 　
国
内
の
獣
医
学
教
育
環
境
で
は
、
教
員

数
や
動
物
医
療
・
研
究
施
設
が
充
実
し
て
い

る
と
は
言
え
ず
、１
大
学
で
は
す
べ
て
の
獣

医
学
領
域
を
網
羅
す
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
、
大
学
間
で
協
定
を
結
び
、
共
同
で
教
育

を
行
う
こ
と
で
獣
医
学
の
教
育
水
準
を
押

し
上
げ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
両
大
学
の
学
生
が
帯
広
畜
産
大
学
で
産

業
動
物
獣
医
療
実
習
、
北
海
道
大
学
で
伴

侶
動
物
獣
医
療
実
習
を
行
い
、

２
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
獣
医
学

教
育
を
実
施
し
ま
す
。

　
卒
業
時
に
は
両
大
学
学
長

連
名
の
学
位
記
が
授
与
さ
れ

ま
す
。

欧
州
獣
医
学
教
育
認
証
の
取
得

　
欧
州
獣
医
学
教
育
機
関
協
会（
以
下
、Ｅ

Ａ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
）は
、Ｅ
Ｕ
域
内
の
獣
医
学
教
育

機
関
の
教
育
の
質
を
評
価
し
、卒
業
生
の
獣

医
師
と
し
て
の
技
能
を
保
証
し
、そ
の
機
関

の
教
育
改
善
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
使
命
と

す
る
組
織
で
す
。

　
令
和
元
年
１２
月
に
、
共
同
獣
医
学
課
程

が
実
施
す
る
獣
医
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、

Ｅ
Ａ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
の
完
全
認
証
を
取
得
し
ま
し

た
。こ
の
認
証
は
、実
施
す
る
獣
医
学
教
育

が
欧
州
水
準
に
あ
り
、国
際
通
用
性
を
有
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
Ｅ
Ａ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
認
証
を
取
得
し
た
共
同
獣
医

学
課
程
の
卒
業
生
は
、Ｅ
Ｕ
諸
国
に
お
け
る

獣
医
師
免
許
取
得
の
際
の
一
部
試
験
・
研
修

の
免
除
や
、国
際
的
な
専
門
医
資
格
取
得
の

前
提
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
帯
広
畜
産
大
学
は
国
内
の

み
な
ら
ず
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
が
期
待
で

き
る
獣
医
師
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

帯広畜産大学ホームページ 
https://www.obihiro.ac.jp　　

※家畜防疫エリアなどの立ち入りが制限されて
　いる場所がありますので、大学を訪れる際は
　ご注意ください。

最新ニュースやイベント情
報のほか、入試情報、教育・
研究、地域連携・国際交
流など、大学のさまざまな
情報を発信しています。

畜産フィールド科学センター
約160頭の乳牛が飼養され、実習や研究に利用さ
れている。乳製品工場では、学生が搾乳した生乳
から「畜大牛乳」や「畜大アイス」を製造している。

産業動物臨床棟
ＣＴ・ＭＲＩなど高度な診療機器を設置し、牛・馬
などの大動物の診療を通じて、教育・研究を
行っている。

動物・食品検査診断センター
動物の臨床検査・病理検査・診断や食品の安全
に関わる検査・診断を行っている。平成２９年に
はISO/IEC17025の認定を取得。

原虫病研究センター
家畜原虫病のための診断・治療・予防法の開発研
究を行っている。国際的な役割を果たすため、セ
ンター内では英語を使用して授業やコミュニ
ケーションをしている。

産業動物臨床棟の臨床講義室に設置している実物大の牛と馬
の分娩シミュレーター（特注品）。難産介助の練習などの授業
で使用される。

白樺並木。構内にはエゾリスや
アカゲラなども生息する。

共同獣医学課程のロゴ

主
な
施
設
等

EAEVE 認定証
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札
幌
市
出
身
な
の
で
、
北
海
道
の
獣
医
系

大
学
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
の
空
気
感
や
在
学
さ
れ
て
い
る
先
輩

か
ら
聞
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
と
て
も
良
か
っ
た
の

で
帯
広
畜
産
大
学
を
選
び
ま
し
た
。

　
将
来
は
、
診
療
だ
け
で
な
く
生
産
や
経
営

面
で
も
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
な
獣
医
師
に
な
る

の
が
目
標
で
す
。

聴診器で
診察中

将来は
研究者の道も？

「入学の理由」と「将来に向けて」「入学の理由」と「将来に向けて」

畜産学部　
共同獣医学課程６年
原虫病研究センター所属
帯広市出身

みやかわ   み   く

宮川 実紅さん
畜産学部　
共同獣医学課程６年
札幌市出身

いわだて

岩館 夢さん
ゆめ

畜産学部　
共同獣医学課程６年
猿払村出身

ご  とう

後藤 開さん
かい

宮川さんが所属する原虫病
研究センターは、平成２０年
にOIEコラボレーティングセ
ンター※に認定されました。

畜
主
に
信
頼
さ
れ
る

獣
医
師
に

　
私
は
微
生
物
や
免
疫
に
興
味
が
あ
っ
た
た

め
、
原
虫
病
研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
川
研
究
室

に
所
属
し
ま
し
た
。

　
マ
ウ
ス
の
が
ん
細
胞
近
く
に
ネ
オ
ス
ポ
ラ
の

原
虫
を
打
つ
と
腫
瘍
が
退
縮
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
微
生
物
を
使
っ
た
治
療
法
も
増
え
て
い

る
の
で
、
そ
う
いっ
た
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
大
学
院
に
進
む
か
、
海
外
へ
留
学

を
考
え
て
い
ま
す
。

海
外
も
視
野
に
入
れ
た

学
生
生
活

※国際獣疫事務局（OIE＝現WOAH）が認定した
　検査・研究機関

　
実
家
が
酪
農
家
で
、
獣
医
師
を
目
指
す
な

ら
大
動
物
を
専
門
に
す
る
つ
も
り
で
し
た
。
周

り
の
環
境
を
含
め
て
帯
広
畜
産
大
学
が一番
大

動
物
に
関
わ
れ
る
の
で
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

　
ま
だ
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
見
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
獣
医
療
ま
た
は
生
産
獣
医
療
の
面
で
酪

農
家
の
方
に
貢
献
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

獣
医
師
と
し
て

地
域
に
貢
献
す
る

畜大生に聞く
！

畜大生に聞く
！

牛の保定も
大事です

留学生と仲良く
なり「遊びにおい
でよ」と言われ、
タイまでお酒を
飲みに行った。

当初は「獣医師
になりたい」で
はなく「獣医学
を勉強したい」
だった。

「帯広は搾乳の
バイトなどで、
学外でも牛に
関われます」と
LOVE牛。
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競
走
馬
で
は
血
統
登
録
の
関
係
で
人

工
授
精
や
受
精
卵
移
植
は
殆
ど
行
わ
れ

て
い
な
い
技
術
で
す
が
、
欧
米
で
は
乗
用

馬
や
競
技
用
馬
の
生
産
で
盛
ん
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
日
本
で
も
在
来
馬
や
セ
ラ

ピ
ー
ホ
ー
ス
を
人
工
授
精
・
受
精
卵
移

植
・
受
精
卵
凍
結
な
ど
の
技
術
を
用
い

て
生
産
・
保
全
を
す
る
た
め
の
研
究
を

し
て
い
ま
す
。そ
の
過
程
で
内
分
泌
ホ
ル

モ
ン
や
超
音
波
画
像
診
断
の
研
究
も
進

め
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
子
ど
も
や
障
が
い
を
持
つ
方

が
乗
る
馬
が
圧
倒
的
に
少
な
い
た
め
、

人
工
授
精
や
受
精
卵
移
植
の
技
術
で
生

産
性
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
帯
広
畜
産
大
学
で
は
、
都
市
圏
の
大

学
で
は
難
し
い
産
業
動
物
の
教
育
・
研

究
・
実
習
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
獣
医
師
を
目
指

す
方
は
、
何
事
に
も
興
味
を
持
っ
て
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。そ

れ
が
畜
産
業
の
発
展
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

牛
を
専
門
に
、
卵
巣
の
生
理
学
や
疾

患
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
現
場
へ
の
貢
献

を
目
指
し
、
卵
胞
嚢
腫
の
発
生
要
因
や

効
果
的
な
治
療
、さ
ら
に
ホ
ル
モ
ン
処
置

を
し
て
人
工
授
精
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
授

精
も
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ホ
ル
モ
ン
処
置
の
成
否
に
影
響

を
及
ぼ
す
処
置
開
始
時
の
発
情
周
期

を
、１
回
の
卵
巣
エ
コ
ー
検
査
で
推
定
す

る
研
究
も
し
て
い
ま
す
。

　
帯
広
畜
産
大
学
で
は
、
学
生
教
育
だ

け
で
は
な
く
、獣
医
師
、授
精
師
、畜
主

や
就
農
予
定
の
方
に
向
け
た「
リ
カ
レ
ン

ト
教
育（
学
校
教
育
か
ら
離
れ
た
後
に
自

分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
学
び
直
す
こ
と
）」を

行
っ
て
い
ま
す
。
獣
医
師
だ
け
で
な
く
、

農
場
経
営
に
携
わ
る
現
場
の
方
の
知
識
や

技
術
を
底
上
げ
し
、
生
産
性
・
経
済
性

を
改
善
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
大
動
物
の
獣
医
師
不
足
が
話
題
に
な

り
ま
す
が
、大
学
教
育
を
通
じ
て
、学
生

が
大
動
物
に
興
味
を
持
ち
、進
路
の
一
つ

と
し
て
産
業
動
物
に
関
わ
る
獣
医
師
を

考
え
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

先生た
ちに

聞きまし
た！先生た
ちに

聞きまし
た！「研究内容」と「今後の展望」「研究内容」と「今後の展望」

に おじゃまします

希少馬などの生産性を高める

リカレントで学生だけでなく獣医師や畜主も学ぶ

　

動
物
・
食
品
検
査
セ
ン
タ
ー
で
は
有

償
で
の
受
託
検
査
や
学
内
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。メ
イ
ン
は
食
品
な
ど
の
微
生

物
検
査
で
す
が
、Ｂ
Ｖ
Ｄ
の
検
査
も
年
間

２
４
０
０
件
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
２９
年
に
食
品

系
で
は
国
内
の
大
学
で
唯
一
の
試
験
所
・

校
正
機
関
の
国
際
認
証
I
S
O
/
I
E
C

1
7
0
2
5（
以
下
、1
7
0
2
5
）を

取
得
し
ま
し
た
。
現
在
、
輸
出
入
に
関

す
る
検
査
は
1
7
0
2
5
を
取
得
し
た

検
査
室
以
外
で
は
殆
ど
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。

　
帯
広
畜
産
大
学
で
は
、こ
の
よ
う
な

国
際
規
格
に
対
応
し
た
人
材
育
成
を
柱

の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
食
品
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、

輸
出
入
に
関
わ
る
制
度
が
大
き
く
変

わ
っ
て
い
く
中
で
、
北
海
道
の
輸
出
業
を

強
化
す
る
た
め
に
も
1
7
0
2
5
を
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国際認証の多目的な活用を

　
原
虫
病
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
獣
医
・

畜
産
系
大
学
と
し
て
日
本
唯
一の
家
畜

原
虫
病
に
関
す
る
研
究
拠
点
で
、
国
内

外
の
大
学
や
関
連
省
庁
、
国
際
機
関
と

連
携
し
、ヒ
ト
と
家
畜
の
原
虫
病
制
圧

に
向
け
た
先
端
研
究
を
行
って
い
ま
す
。

　
特
に
私
の
研
究
室
で
は
、ネ
オ
ス
ポ
ラ

症
・
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症
・
ク
リ
プ
ト
ス

ポ
リ
ジ
ウ
ム
症
を
研
究
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
は
留
学
生
な
ど
の

外
国
人
が
４０
％
を
占
め
る
た
め
、
職
員

や
学
生
は
英
語
を
公
用
語
と
し
、
授
業

や
発
表
も
英
語
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

国
際
化
に
向
け
た
体
制
を
構
築
し
て
い

ま
す
。

　
通
常
の
感
染
症
研
究
は
、
対
象
の
病

原
体
を
治
療
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
ま

す
が
、
感
染
す
る
こ
と
で
身
体
全
体
に

と
っ
て
良
い
反
応
を
示
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
病
原
体
の
治
療
だ
け
で
な
く
、メ
カ

ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
他
の
感

染
症
に
も
応
用
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

国際的な人材を育成する

グローバルアグロ
メディシン研究センター

南保 泰雄教授
なん   ぼ やす お

獣医学研究部門
松井 基純教授
まつ  い    もとずみ

原虫病研究センター
西川 義文教授
にしかわ  よしふみ

動物・食品検査診断センター
山﨑 栄樹准教授
やまさき  えい き

国際的な通用性をもつ検査
精度管理手法を導入し、ＨＡ
ＣＣＰに基づく衛生管理体制
の支援を通じた食品衛生レ
ベルの向上を目指している。

ヒトや動物などの寄生虫
感染症の治療・予防・診
断方法の開発・研究を
行っている。

繁殖を中心に直腸検査やエ
コー検査を指導する。漫画
「動物のお医者さん」に登場
するのは松井先生の学年。

馬の臨床教育を中心に教
鞭をとる。ムツゴロウさん
に憧れて北海道へ。
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移
住
後
の
生
活
に
つ
い
て
、
圭
美
さ
ん
は
「
弟
子

屈
町
は
自
然
豊
か
で
素
敵
な
土
地
で
す
し
、
摩
周
メ

ロ
ン
は
地
元
の
方
た
ち
か
ら
と
て
も
愛
さ
れ
て
い
て
、

私
た
ち
生
産
者
も
愛
着
が
あ
り
ま
す
。
３
人
の
子
ど

も
た
ち
も
摩
周
メ
ロ
ン
が
大
好
き
で
、
時
期
に
な
る

と
お
や
つ
は
毎
食
メ
ロ
ン
な
ん
で
す
よ
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
す
。

　
新
規
就
農
か
ら
２
年
半
が
経
過
し
、
今
後
の
営
農

に
つ
い
て
、
慎
一
郎
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
摩
周
メ

ロ
ン
を
作
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
重
太
郎
さ
ん

の
意
思
や
技
術
を
継
承
し
作
り
続
け
て
い
く
こ
と
が

私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
農
家
同
士
の
つ

な
が
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
語
り
ま
す
。

「継承」という使命を胸に
経営内容

ビニールハウス
メロン ８棟　野菜 １棟
畑 約20a

　
大
森
農
園
（
大
森
慎
一
郎
さ
ん
＝
46
）
は
、
メ
ロ

ン
栽
培
の
北
限
の
地
と
い
わ
れ
る
弟
子
屈
町
屈
斜
路

で
特
産
品
の
「
摩
周
メ
ロ
ン
」
を
主
体
に
営
農
し
て

い
ま
す
。

　
摩
周
メ
ロ
ン
は
生
産
者
が
少
な
く
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
や
地
元
の
み
で
流
通
し
、
入
荷
す
る
と

す
ぐ
に
売
れ
て
し
ま
う
た
め
、
青
果
市
場
に
は
出
回

ら
な
い
「
幻
の
メ
ロ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
大
森
さ
ん
が
栽
培
し
て
い
る
品
種
は
、
甘
み
が
強

く
芳
醇
な
香
り
が
特
徴
の
赤
肉
「
摩
周
レ
ッ
ド
」
と

口
当
た
り
が
良
く
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
青
肉
「
オ
ト

メ
の
祈
り
」
で
す
。

　
妻
の
圭
美
さ
ん
（
39
）
は
「
有
名
な
メ
ロ
ン
は
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
負
け
な
い
お
い
し
さ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
摩
周
メ
ロ
ン
へ
の
思
い
を
語
り
ま
す
。

　

　
大
森
さ
ん
夫
妻
は
と
も
に
道
外
出
身
で
す
が
、
移

住
先
探
し
も
兼
ね
た
新
婚
旅
行
で
訪
れ
た
弟
子
屈
町

に
魅
了
さ
れ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
摩
周
メ
ロ
ン

生
産
技
術
継
承
員
募
集
を
目
に
し
応
募
し
ま
し
た
。

　
着
任
後
は
、
滝
川
市
の
花
・
野
菜
技
術
セ
ン
タ
ー

で
半
年
間
の
研
修
を
受
講
し
た
の
ち
、
当
時
の
「
摩

周
メ
ロ
ン
生
産
組
合
」
の
組
合
長
だ
っ
た
藤
田
農
場

（
藤
田
重
太
郎
さ
ん
＝
77
）
で
２
年
半
学
び
、
藤
田
さ

ん
か
ら
ハ
ウ
ス
を
一
部
譲
り
受
け
、
令
和
３
年
に
新

規
就
農
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
収
穫
の
繁
忙
期
を
除
き
、
圭
美
さ
ん
と
藤

田
さ
ん
夫
妻
の
４
人
で
共
同
作
業
し
て
い
ま
す
。

　
大
森
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
大
き
な
被
害
に
遭
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
立
地

場
所
に
よ
っ
て
は
風
が
強
い
で
す
し
、
重
太
郎
さ
ん

も
過
去
に
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、

や
は
り
不
安
は
あ
り
ま
す
」
と
、
営
農
し
て
い
く
上

で
の
懸
念
を
語
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
産
組
合
の

加
盟
者
全
員
が
集
団
で
加
入
し
て
い
る
園
芸
施
設
共

済
に
つ
い
て
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
や
Ｊ
Ａ
摩
周
湖
職
員

か
ら
説
明
を
受
け
「
金
額
的
な
負
担
も
大
き
く
な
い

で
す
か
ら
、
加
入
し
て
い
れ
ば
備
え
と
し
て
安
心
。

ハ
ウ
ス
に
被
害
が
出
て
し
ま
え
ば
営
農
が
で
き
ず
生

活
に
も
困
り
ま
す
か
ら
ね
」
と
加
入
に
至
っ
た
経
緯

を
話
し
ま
す
。

幻
の
メ
ロ
ン

　

﹁
摩
周
メ
ロ
ン
﹂
を
栽
培

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
経
て

　
　
　
　
　
　
　

新
規
就
農

保
険
は
農
協
の
す
す
め
で

「摩周レッドに比べ、オトメの祈りはより気温に敏感で扱いにくく、
管理が難しい」と語る慎一郎さん(右)

無人販売所ミナソコマーケット(右)。販売準備や農作業に興味
津々な子どもたち。遊びやお手伝いで元気一杯に過ごしている。

摩
周
メ
ロ
ン
農
家
の

　
　
　

後
継
者
と
し
て

園芸施設共済
加入者の横顔

大森 慎一郎さん
　　 圭美さん

しんおお もり いち ろう

よし み

弟子屈町 大森農園

インスタグラム
やってます！

摩周メロンの販売時期は８月上旬から下旬。「実りの時期
の昼夜の寒暖差がおいしさのカギです」と慎一郎さん

ハウスを見回る圭美さん（上）
生育状況を確認する大森さん夫妻（下）

じ
ゅ
う
た
ろ
う

ふ
じ
た
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移
住
後
の
生
活
に
つ
い
て
、
圭
美
さ
ん
は
「
弟
子

屈
町
は
自
然
豊
か
で
素
敵
な
土
地
で
す
し
、
摩
周
メ

ロ
ン
は
地
元
の
方
た
ち
か
ら
と
て
も
愛
さ
れ
て
い
て
、

私
た
ち
生
産
者
も
愛
着
が
あ
り
ま
す
。
３
人
の
子
ど

も
た
ち
も
摩
周
メ
ロ
ン
が
大
好
き
で
、
時
期
に
な
る

と
お
や
つ
は
毎
食
メ
ロ
ン
な
ん
で
す
よ
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
す
。

　
新
規
就
農
か
ら
２
年
半
が
経
過
し
、
今
後
の
営
農

に
つ
い
て
、
慎
一
郎
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
摩
周
メ

ロ
ン
を
作
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
重
太
郎
さ
ん

の
意
思
や
技
術
を
継
承
し
作
り
続
け
て
い
く
こ
と
が

私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
農
家
同
士
の
つ

な
が
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
語
り
ま
す
。

　
大
森
農
園
（
大
森
慎
一
郎
さ
ん
＝
46
）
は
、
メ
ロ

ン
栽
培
の
北
限
の
地
と
い
わ
れ
る
弟
子
屈
町
屈
斜
路

で
特
産
品
の
「
摩
周
メ
ロ
ン
」
を
主
体
に
営
農
し
て

い
ま
す
。

　
摩
周
メ
ロ
ン
は
生
産
者
が
少
な
く
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
や
地
元
の
み
で
流
通
し
、
入
荷
す
る
と

す
ぐ
に
売
れ
て
し
ま
う
た
め
、
青
果
市
場
に
は
出
回

ら
な
い
「
幻
の
メ
ロ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
大
森
さ
ん
が
栽
培
し
て
い
る
品
種
は
、
甘
み
が
強

く
芳
醇
な
香
り
が
特
徴
の
赤
肉
「
摩
周
レ
ッ
ド
」
と

口
当
た
り
が
良
く
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
青
肉
「
オ
ト

メ
の
祈
り
」
で
す
。

　
妻
の
圭
美
さ
ん
（
39
）
は
「
有
名
な
メ
ロ
ン
は
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
負
け
な
い
お
い
し
さ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
摩
周
メ
ロ
ン
へ
の
思
い
を
語
り
ま
す
。

　

　
大
森
さ
ん
夫
妻
は
と
も
に
道
外
出
身
で
す
が
、
移

住
先
探
し
も
兼
ね
た
新
婚
旅
行
で
訪
れ
た
弟
子
屈
町

に
魅
了
さ
れ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
摩
周
メ
ロ
ン

生
産
技
術
継
承
員
募
集
を
目
に
し
応
募
し
ま
し
た
。

　
着
任
後
は
、
滝
川
市
の
花
・
野
菜
技
術
セ
ン
タ
ー

で
半
年
間
の
研
修
を
受
講
し
た
の
ち
、
当
時
の
「
摩

周
メ
ロ
ン
生
産
組
合
」
の
組
合
長
だ
っ
た
藤
田
農
場

（
藤
田
重
太
郎
さ
ん
＝
77
）
で
２
年
半
学
び
、
藤
田
さ

ん
か
ら
ハ
ウ
ス
を
一
部
譲
り
受
け
、
令
和
３
年
に
新

規
就
農
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
収
穫
の
繁
忙
期
を
除
き
、
圭
美
さ
ん
と
藤

田
さ
ん
夫
妻
の
４
人
で
共
同
作
業
し
て
い
ま
す
。

　
大
森
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
大
き
な
被
害
に
遭
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
立
地

場
所
に
よ
っ
て
は
風
が
強
い
で
す
し
、
重
太
郎
さ
ん

も
過
去
に
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、

や
は
り
不
安
は
あ
り
ま
す
」
と
、
営
農
し
て
い
く
上

で
の
懸
念
を
語
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
産
組
合
の

加
盟
者
全
員
が
集
団
で
加
入
し
て
い
る
園
芸
施
設
共

済
に
つ
い
て
、Ｎ
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Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
や
Ｊ
Ａ
摩
周
湖
職
員

か
ら
説
明
を
受
け
「
金
額
的
な
負
担
も
大
き
く
な
い

で
す
か
ら
、
加
入
し
て
い
れ
ば
備
え
と
し
て
安
心
。

ハ
ウ
ス
に
被
害
が
出
て
し
ま
え
ば
営
農
が
で
き
ず
生

活
に
も
困
り
ま
す
か
ら
ね
」
と
加
入
に
至
っ
た
経
緯

を
話
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
経
て

　
　
　
　
　
　
　

新
規
就
農

保
険
は
農
協
の
す
す
め
で

「摩周レッドに比べ、オトメの祈りはより気温に敏感で扱いにくく、
管理が難しい」と語る慎一郎さん(右)

無人販売所ミナソコマーケット(右)。販売準備や農作業に興味
津々な子どもたち。遊びやお手伝いで元気一杯に過ごしている。

摩
周
メ
ロ
ン
農
家
の

　
　
　

後
継
者
と
し
て

摩周メロンの販売時期は８月上旬から下旬。「実りの時期
の昼夜の寒暖差がおいしさのカギです」と慎一郎さん

じ
ゅ
う
た
ろ
う

ふ
じ
た
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令
和
６
年
１
月
か
ら
収
入
保
険
制
度
の

新
た
な
仕
組
み
が
始
ま
り
ま
す

　
気
象
災
害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
年
の
収
入
を
そ
の
年

の
基
準
収
入
の
８
割
ま
で
上
方
修
正
し
て
基
準
収
入
を
算
定

で
き
る
特
例
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
過
去
に
被
災

し
た
年
が
あ
る
方
の
過
去
平
均
収
入
を
従
来
よ
り
も
高
く
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。　

令
和
６
年
加
入

者
は
、
令
和
５
年

の
農
業
収
入
の
申

告
時
ま
で
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

※

市
町
村
長
等
が

交
付
す
る
被
災
証

明
や
被
災
状
況
の

わ
か
る
画
像
な
ど

が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
自
身

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
写
真
撮

影
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
従
来
は
保
険
方
式
と
積
立
方
式
を
併
用
し
て
最
大
９
割
の

補
償
限
度
で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
１
月
か
ら
は
保
険
方
式
の
み
で
最
大
９
割
の
補

償
限
度
で
加
入
で
き
る
よ
う
、「
保
険
方
式
補
償
充
実
タ
イ

プ
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　
積
立
方
式
を
併
用
す
る
タ
イ
プ
に
比
べ
、
保
険
料
は
増
え

ま
す
が
積
立
金
を
積
む
必
要
が
な
く
、
加
入
初
年
度
の
負
担

総
額
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。
被
害
が
な
い
場
合
、
翌
年
の
継
続

加
入
時
に
は
積
立
方

式
併
用
タ
イ
プ
よ
り

も
年
間
の
負
担
総
額

が
大
き
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
積

立
金
と
異
な
り
保
険

料
は
掛
け
捨
て
の
た

め
、
必
要
経
費
と
し

て
計
上
で
き
る
金
額

が
大
き
く
な
り
、
税

負
担
が
軽
減
さ
れ
る

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
２
年
間
の
青
色
申
告
実
績
が
無
け
れ
ば
加
入

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令
和
６
年
１
月
か
ら
は
１
年
分
の

青
色
申
告
実
績
が
あ
れ
ば
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
か
ら
青
色
申
告
を
始
め
た
方
は
令
和
７
年
か
ら

の
加
入
が
可
能
で
す
。

　
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
年
の
３
月
15
日
ま

で
に
税
務
署
へ
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
白
色
申
告
の
方
も
、
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ

ん
あ
る
青
色
申
告
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　
ご
不
明
な
点
や
確
認
し
た
い
内
容
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

気
象
災
害
特
例
の
新
設

保
険
方
式
補
償
充
実
タ
イ
プ
の
新
設

青
色
申
告
１
年
分
で
加
入
が
可
能

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
毎
年
５
月
に
花
が

咲
き
、
６
月
に
実
が
つ
き
始
め
ま
す

が
、
気
温
上
昇
に
よ
る
早
期
の
開
花

や
降
霜
で
雌
し
べ
が
消
失
し
実
が
つ

か
な
い
な
ど
の
被
害
が
例
年
発
生
し

て
い
ま
し
た
。
霜
対
策
で
暖
房
や
早

期
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
被
覆
す
る

な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
も
ど
う
に
も

な
ら
ず
、
収
入
が
８
割
減
少
と
な
っ

た
年
も
あ
り
ま
し
た
。

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
春
先
に
つ
ま
ず
い
た

ら
そ
の
年
の
経
営
に
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
販
売
収
入
に
対
し
て
補
償

さ
れ
る
収
入
保
険
は
分
か
り
や
す
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
減
収
要
因
に
も
対
応
で
き

る
の
で
加
入
を
決
め
ま
し
た
。

　
令
和
3
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
入
園
者
数
が
大

き
く
減
少
し
た
う
え
、
春
先
の
低
気

圧
通
過
に
伴
う
強
風
に
よ
り
、ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
と
サ
ク
ラ
ン
ボ
に
大
き
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
収
入
減
少

が
大
き
く
見
込
ま
れ
て
い
た
た
め
、Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
事
故
発
生
通
知
を
行
い
、

つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
ま
し
た
。
手
続

き
は
簡
単
で
、
希
望
し
て
か
ら
受
け

取
り
ま
で
わ
ず
か
１
カ
月
程
度
で
し

た
。
経
費
を
削
減
し
ギ
リ
ギ
リ
の
経

営
状
況
だ
っ
た
の
で
加
入
し
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
経
営
す
る
こ
と
が
で
き
、

新
た
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
意
欲
も
わ

い
て
き
ま
し
た
。
収
入
保
険
と
園
芸

施
設
共
済
は
私
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
農
業
者
に
寄
り
添
い
、
日
々

変
わ
る
農
業
情
勢
に
見
合
っ
た
保
険
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

サ
ク
ラ
ン
ボ 

約
5
㌶

有
限
会
社　
大
橋
さ
く
ら
ん
ぼ
園

代
表
取
締
役

大
橋 

正
数
さ
ん（
58
）

芦
別
市

お
お

ま
さ
か
ず

は
し

加入者
の声

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

収
入
保
険
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

収入保険
入ってよかった！

経 営
内 容

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
な
ど
社
会
情
勢
が
不
安
定
な
た

め
、
畑
作
４
品
目
を
中
心
と
し
た
作

付
け
体
系
か
ら
単
価
の
高
い
野
菜
類

の
作
付
割
合
を
増
や
そ
う
と
考
え
ま

し
た
。
以
前
は
農
作
物
共
済
と
畑
作

物
共
済
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、

農
業
共
済
で
は
加
入
作
物
が
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
野
菜
類
の
市
場

価
格
の
低
下
に
よ
る
収
入
減
少
が
補

償
対
象
に
な
っ
て
い
る
収
入
保
険
を

選
択
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
球
温
暖

化
の
影
響
か
ら
気
候
が
変
わ
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
収
入
保
険
へ
加
入
し

た
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
収
入
全
体
が
過
去
の
実
績
に
よ
り

補
償
さ
れ
る
保
険
が
自
分
の
経
営
に

合
っ
て
い
る
と
判
断
し
加
入
を
決
め

ま
し
た
が
、
国
庫
負
担
が
あ
る
も
の

の
、
初
年
度
は
積
立
金
を
含
め
た
保

険
料
等
の
負
担
が
大
き
い
と
感
じ
ま

し
た
。
農
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
内

容
に
合
っ
た
保
険
を
選
択
で
き
る
の

は
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
十
勝
管
内
の
農
業
経
営
は
作
付
面

積
の
３
分
の
１
が
小
麦
の
作
付
け
な

の
で
麦
は
農
業
共
済
、
そ
の
他
の
作

物
は
収
入
保
険
な
ど
、
同
時
加
入
を

選
択
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
れ
ば

加
入
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

種
子
小
麦
、バ
レ
イ
シ
ョ
、テ
ン
サ
イ
、

大
豆
、ナ
ガ
イ
モ
、野
菜
類 

約
35
㌶　

竹
内 

英
樹
さ
ん（
59
）

芽
室
町

た
け
う
ち

ひ
で
き

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

収
入
保
険
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

経 営 内 容

平成31年
１月加入

（加入5年目）

令和5年
1月加入

（加入1年目）

●加入者が負担する保険料・積立金
　（基準収入金額1,000万円、新規加入の場合）

必要経費

保険料

8.5
万円

22.5
万円

31.0
万円

保険方式80%
+積立方式10%

積立金 合 計

17.7
万円

17.7
万円

保険方式のみ
90%

保険方式80%
+積立方式10%

【令和6年から導入】
保険方式のみ90%

収
入
減
少

基準収入

保険期間の
収入金額

保険方式で
補てん

積立方式で
補てん

自己責任部分

支払率90%

90%

100%

80%

自己責任部分

保険方式で
補てん

保険期間の
収入金額

補
て
ん 

限
度
額

補
て
ん
限
度
額

支払率90%

過去5年間の収入金額 基準収入金額
（過去5年間の平均収入）

5年前 4年前 3年前 2年前 1年前

収入
250万円

収入
1,000万円

収入
1,000万円

収入
1,000万円

収入
1,000万円

補正前
850万円

補正後
800万円

保険期間

補正後
960万円

基準収入の
8割まで
上方修正

気象災害

●積立方式併用タイプと保険方式補償充実タイプの比較

●気象災害特例の補正イメージ
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令
和
６
年
１
月
か
ら
収
入
保
険
制
度
の

新
た
な
仕
組
み
が
始
ま
り
ま
す

　
気
象
災
害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
年
の
収
入
を
そ
の
年

の
基
準
収
入
の
８
割
ま
で
上
方
修
正
し
て
基
準
収
入
を
算
定

で
き
る
特
例
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
過
去
に
被
災

し
た
年
が
あ
る
方
の
過
去
平
均
収
入
を
従
来
よ
り
も
高
く
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。　

令
和
６
年
加
入

者
は
、
令
和
５
年

の
農
業
収
入
の
申

告
時
ま
で
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

※

市
町
村
長
等
が

交
付
す
る
被
災
証

明
や
被
災
状
況
の

わ
か
る
画
像
な
ど

が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
自
身

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
写
真
撮

影
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
従
来
は
保
険
方
式
と
積
立
方
式
を
併
用
し
て
最
大
９
割
の

補
償
限
度
で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
１
月
か
ら
は
保
険
方
式
の
み
で
最
大
９
割
の
補

償
限
度
で
加
入
で
き
る
よ
う
、「
保
険
方
式
補
償
充
実
タ
イ

プ
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　
積
立
方
式
を
併
用
す
る
タ
イ
プ
に
比
べ
、
保
険
料
は
増
え

ま
す
が
積
立
金
を
積
む
必
要
が
な
く
、
加
入
初
年
度
の
負
担

総
額
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。
被
害
が
な
い
場
合
、
翌
年
の
継
続

加
入
時
に
は
積
立
方

式
併
用
タ
イ
プ
よ
り

も
年
間
の
負
担
総
額

が
大
き
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
積

立
金
と
異
な
り
保
険

料
は
掛
け
捨
て
の
た

め
、
必
要
経
費
と
し

て
計
上
で
き
る
金
額

が
大
き
く
な
り
、
税

負
担
が
軽
減
さ
れ
る

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
２
年
間
の
青
色
申
告
実
績
が
無
け
れ
ば
加
入

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令
和
６
年
１
月
か
ら
は
１
年
分
の

青
色
申
告
実
績
が
あ
れ
ば
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
か
ら
青
色
申
告
を
始
め
た
方
は
令
和
７
年
か
ら

の
加
入
が
可
能
で
す
。

　
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
年
の
３
月
15
日
ま

で
に
税
務
署
へ
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
白
色
申
告
の
方
も
、
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ

ん
あ
る
青
色
申
告
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　
ご
不
明
な
点
や
確
認
し
た
い
内
容
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

気
象
災
害
特
例
の
新
設

保
険
方
式
補
償
充
実
タ
イ
プ
の
新
設

青
色
申
告
１
年
分
で
加
入
が
可
能

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
毎
年
５
月
に
花
が

咲
き
、
６
月
に
実
が
つ
き
始
め
ま
す

が
、
気
温
上
昇
に
よ
る
早
期
の
開
花

や
降
霜
で
雌
し
べ
が
消
失
し
実
が
つ

か
な
い
な
ど
の
被
害
が
例
年
発
生
し

て
い
ま
し
た
。
霜
対
策
で
暖
房
や
早

期
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
被
覆
す
る

な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
も
ど
う
に
も

な
ら
ず
、
収
入
が
８
割
減
少
と
な
っ

た
年
も
あ
り
ま
し
た
。

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
春
先
に
つ
ま
ず
い
た

ら
そ
の
年
の
経
営
に
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
販
売
収
入
に
対
し
て
補
償

さ
れ
る
収
入
保
険
は
分
か
り
や
す
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
減
収
要
因
に
も
対
応
で
き

る
の
で
加
入
を
決
め
ま
し
た
。

　
令
和
3
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
入
園
者
数
が
大

き
く
減
少
し
た
う
え
、
春
先
の
低
気

圧
通
過
に
伴
う
強
風
に
よ
り
、ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
と
サ
ク
ラ
ン
ボ
に
大
き
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
収
入
減
少

が
大
き
く
見
込
ま
れ
て
い
た
た
め
、Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
事
故
発
生
通
知
を
行
い
、

つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
ま
し
た
。
手
続

き
は
簡
単
で
、
希
望
し
て
か
ら
受
け

取
り
ま
で
わ
ず
か
１
カ
月
程
度
で
し

た
。
経
費
を
削
減
し
ギ
リ
ギ
リ
の
経

営
状
況
だ
っ
た
の
で
加
入
し
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
経
営
す
る
こ
と
が
で
き
、

新
た
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
意
欲
も
わ

い
て
き
ま
し
た
。
収
入
保
険
と
園
芸

施
設
共
済
は
私
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
農
業
者
に
寄
り
添
い
、
日
々

変
わ
る
農
業
情
勢
に
見
合
っ
た
保
険
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

サ
ク
ラ
ン
ボ 

約
5
㌶

有
限
会
社　
大
橋
さ
く
ら
ん
ぼ
園

代
表
取
締
役

大
橋 
正
数
さ
ん（
58
）

芦
別
市

お
お

ま
さ
か
ず

は
し

加入者
の声

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

収
入
保
険
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

収入保険
入ってよかった！

経 営
内 容

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
な
ど
社
会
情
勢
が
不
安
定
な
た

め
、
畑
作
４
品
目
を
中
心
と
し
た
作

付
け
体
系
か
ら
単
価
の
高
い
野
菜
類

の
作
付
割
合
を
増
や
そ
う
と
考
え
ま

し
た
。
以
前
は
農
作
物
共
済
と
畑
作

物
共
済
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、

農
業
共
済
で
は
加
入
作
物
が
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
野
菜
類
の
市
場

価
格
の
低
下
に
よ
る
収
入
減
少
が
補

償
対
象
に
な
っ
て
い
る
収
入
保
険
を

選
択
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
球
温
暖

化
の
影
響
か
ら
気
候
が
変
わ
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
収
入
保
険
へ
加
入
し

た
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
収
入
全
体
が
過
去
の
実
績
に
よ
り

補
償
さ
れ
る
保
険
が
自
分
の
経
営
に

合
っ
て
い
る
と
判
断
し
加
入
を
決
め

ま
し
た
が
、
国
庫
負
担
が
あ
る
も
の

の
、
初
年
度
は
積
立
金
を
含
め
た
保

険
料
等
の
負
担
が
大
き
い
と
感
じ
ま

し
た
。
農
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
内

容
に
合
っ
た
保
険
を
選
択
で
き
る
の

は
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
十
勝
管
内
の
農
業
経
営
は
作
付
面

積
の
３
分
の
１
が
小
麦
の
作
付
け
な

の
で
麦
は
農
業
共
済
、
そ
の
他
の
作

物
は
収
入
保
険
な
ど
、
同
時
加
入
を

選
択
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
れ
ば

加
入
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

種
子
小
麦
、バ
レ
イ
シ
ョ
、テ
ン
サ
イ
、

大
豆
、ナ
ガ
イ
モ
、野
菜
類 

約
35
㌶　

竹
内 

英
樹
さ
ん（
59
）

芽
室
町

た
け
う
ち

ひ
で
き

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

収
入
保
険
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

経 営 内 容

平成31年
１月加入

（加入5年目）

令和5年
1月加入

（加入1年目）

●加入者が負担する保険料・積立金
　（基準収入金額1,000万円、新規加入の場合）

必要経費

保険料

8.5
万円

22.5
万円

31.0
万円

保険方式80%
+積立方式10%

積立金 合 計

17.7
万円

17.7
万円

保険方式のみ
90%

保険方式80%
+積立方式10%

【令和6年から導入】
保険方式のみ90%

収
入
減
少

基準収入

保険期間の
収入金額

保険方式で
補てん

積立方式で
補てん

自己責任部分

支払率90%

90%

100%

80%

自己責任部分

保険方式で
補てん

保険期間の
収入金額

補
て
ん 

限
度
額

補
て
ん
限
度
額

支払率90%

過去5年間の収入金額 基準収入金額
（過去5年間の平均収入）

5年前 4年前 3年前 2年前 1年前

収入
250万円

収入
1,000万円

収入
1,000万円

収入
1,000万円

収入
1,000万円

補正前
850万円

補正後
800万円

保険期間

補正後
960万円

基準収入の
8割まで
上方修正

気象災害

●積立方式併用タイプと保険方式補償充実タイプの比較

●気象災害特例の補正イメージ
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家
畜
共
済
で
は
、
酪
農
専
業
農
家
が
ホ

ル
雄
子
牛
、Ｆ
１
子
牛
お
よ
び
黒
毛
Ｅ
Ｔ
子

牛
の
治
療
に
備
え
る
た
め
に
は
、
肉
用
牛

の
疾
病
傷
害
共
済
に
加
入
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
価
額
の
低
い
ホ
ル
雄
や

Ｆ
１
の
割
合
が
高
く
、
治
療
機
会
の
多
い

若
齢
子
牛
が
大
勢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
治

療
に
要
す
る
十
分
な
共
済
金
額
を
確
保
で

き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

肉
用
牛
の
疾
病
傷
害
共
済
に
加
入
し
て
い

て
も
多
く
の
方
が
支
払
共
済
金
の
支
払
限

度
を
超
え
た
診
療
費
を
自
費
で
支
払
っ
て

い
ま
す
（
表
１
）。　

　
ま
た
、
保
険
期
間
中
に
個
体
の
異
動
が

生
じ
、
引
受
価
額
が
増
え
た
場
合
は
病
傷

支
払
限
度
額（
病
傷
給
付
で
き
る
額
）を
増

額
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
異
動
後
の

飼
養
家
畜
の
合
計
価
額
が
当
該
異
動
ま
で

の
間
の
引
受
価
額
の
最
高
額
を
超
え
る
必

要
が
あ
り
、
保
険
期
間
の
経
過
と
と
も
に

新
た
に
出
生
す
る
子
牛
の
価
額
は
残
存
期

間
が
考
慮
さ
れ
て
減
少
す
る
仕
組
み
の
た

め
、
出
生
に
よ
り
増
額
で
き
る
ケ
ー
ス
は

限
定
的
で
す
。

　
こ
の
状
況
に
対
す
る
改
善
要
望
は
以
前
か

ら
多
く
あ
り
、
現
在
も
継
続
し
て
強
い
要
望

が
あ
り
ま
す
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
北
海
道
で
は
、

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
共
通
す
る
要
望

と
し
て
国
に
要
請
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

上
京
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
直
接

農
林
水
産
省
へ
行
っ
て
状
況
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　　
国
か
ら
は
「
疾
病
傷
害
共
済
の
共
済
金
額

の
維
持
・
確
保
に
つ
い
て
は
、
家
畜
の
価
格

低
下
に
よ
る
共
済
金
額
の
著
し
い
低
下
が
生

じ
な
い
よ
う
、令
和
５
年
度
以
降
当
面
の
間
、

令
和
４
年
度
の
評
価
基
準
を
適
用
で
き
る
特

例
措
置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
次
回
の

病
傷
共
済
金
支
払
限
度
率
の
見
直
し
に
当

た
っ
て
は
状
況
を
適
切
に
把
握
し
て
検
討
す

る
」
と
の
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
酪
農
・
畜
産
情

勢
が
大
変
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
継

続
し
て
国
に
改
善
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

酪
農
家
で
出
生
す
る
肉
用
牛
の
治
療
費
が

直
ぐ
に
限
度
超
過
し
て
し
ま
う
現
状
を
国
に
説
明
し
ま
し
た

（表1） 令和４年度 繁殖用雌牛を飼養していない乳用牛農家の肉用牛病傷給付限度超過状況（乳用牛飼養規模別）

乳用牛

飼養規模
頭数

2,001

1,001

501

251

101

0

2

29

107

352

1,481

1,693

42.0

22.0

6.9

2.9

1.5

0.8

1,733,649

659,284

185,374

75,230

38,892

23,192

0

10

50

160

607

501

0.0%

34.5%

46.7%

45.5%

41.0%

29.6%

0

1,631,409

349,423

239,847

121,395

64,223

7,618,330

2,792,442

1,797,466

1,589,122

596,074

～

～

～

～

～

～

2,000

1,000

500

250

100

平均飼養
頭数

限度超過
戸数

限度超過率
（％）

一戸あたり超過額（円）

平均 最大
戸数 平均共済

金額

乳用牛農家が飼養する肉用牛

上京報告

広告掲載

東亜養牛オンラインセミナー　好評配信中！

「胎子期の重要性と子牛の飼養管理」
帯広畜産大学　教授　大塚 浩通　先生

輝く明日を、腸から。

新サイトにて

ご視聴はこちらから！
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家
畜
共
済
で
は
、
酪
農
専
業
農
家
が
ホ

ル
雄
子
牛
、Ｆ
１
子
牛
及
び
黒
毛
Ｅ
Ｔ
子
牛

の
治
療
に
備
え
る
た
め
に
は
、
肉
用
牛
の

疾
病
傷
害
共
済
に
加
入
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
引
受
時
に
対
象
家
畜
が
い

な
い
場
合
や
短
期
で
売
却
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
治
療
に
要
す
る
十
分
な
共
済

金
額
を
確
保
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
肉
用
牛
の
疾
病
傷
害
共
済
に

加
入
し
て
い
て
も
多
く
の
方
が
支
払
共
済

金
の
支
払
限
度
を
超
え
た
診
療
費
の
支
払

い
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

（
表
１
）。　

　
ま
た
、
保
険
期
間
中
に
個
体
の
異
動
が

生
じ
、
引
受
価
額
が
増
え
た
場
合
は
病
傷

支
払
限
度
額
（
病
傷
給
付
で
き
る
額
）
を

増
額
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
異
動
後

の
飼
養
家
畜
の
合
計
価
額
が
当
該
異
動
ま

で
の
間
の
引
受
価
額
の
最
高
額
を
超
え
る

必
要
が
あ
り
、
保
険
期
間
の
経
過
と
と
も

に
増
額
で
き
る
金
額
が
減
少
す
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
効
果
は

限
定
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
改
善
す
る
要
望
は
以
前
か

ら
多
く
あ
り
、
現
在
も
継
続
し
て
強
い
要

請
が
あ
り
ま
す
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
北
海
道
で

は
、
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
共
通
す

る
要
望
と
し
て
国
に
要
請
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
本
年
度
の
通
常
総
代
会
で
も
質

問
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
７
月
７
日
に
農

林
水
産
省
へ
直
接
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
省
経
営
局
保
険
監
理
官
付
家
畜
班
で

は
、
北
海
道
、
東
北
以
外
の
都
府
県
か
ら

は
こ
う
い
っ
た
要
請
は
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
粘
り
強
く
現
状
の
説
明
と
そ
の

影
響
の
大
き
さ
に
つ
い
て
訴
え
た
と
こ
ろ
、

次
の
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
①
次
期
料
率
改
定
に
お
い
て
、
疾
病
傷

害
共
済（
肉
用
牛
）の
限
度
率
を
引
き
上
げ
、

病
傷
給
付
可
能
な
金
額
を
引
き
上
げ
る
措

置
を
検
討
す
る
。

　
②
保
険
期
間
中
の
追
加
増
額
に
つ
い
て
、

条
件
を
緩
和
し
た
場
合
の
影
響
に
つ
い
て

調
査
す
る
。

　
早
急
な
改
善
を
要
望
し
ま
し
た
が
、
予

算
の
関
係
も
あ
り
、
次
期
料
率
改
定
（
令

和
８
年
度
）
に
併
せ
て
対
応
す
る
こ
と
を

検
討
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
酪
農
・
畜
産

情
勢
が
大
変
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
し
ば
ら
く
の
ご
猶
予
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

酪
農
家
で
出
生
す
る
肉
用
牛
の
補
償
充
実

（
疾
病
傷
害
共
済
）を
要
請
し
ま
し
た

（表1） 令和４年度 繁殖用雌牛を飼養していない乳用牛農家の肉用牛病傷給付限度超過状況（乳用牛飼養規模別）

乳用牛

飼養規模
頭数

2,001

1,001

501

251

101

0

2

29

107

352

1,481

1,693

42.0

22.0

6.9

2.9

1.5

0.8

1,733,649

659,284

185,374

75,230

38,892

23,192

0

10

50

160

607

501

0.0%

34.5%

46.7%

45.5%

41.0%

29.6%

0

1,631,409

349,423

239,847

121,395

64,223

7,618,330

2,792,442

1,797,466

1,589,122

596,074

～

～

～

～

～

～

2,000

1,000

500

250

100

平均飼養
頭数

限度超過
戸数

限度超過率
（％）

一戸あたり超過額（円）

平均 最大
戸数 平均共済

金額

乳用牛農家が飼養する肉用牛

中央要請
報告

広告掲載

　現在はクリプトスポリジウム症に有効なワクチンや治療
薬は市販されていません。子牛の脱水症状を改善し、衰弱
を防ぐことが基本です。抗クリプトスポリジウム抗体を含
む卵黄抗体製剤（グローアップ８８、イーダブルニュートリ
ションジャパン、岐阜）を初乳には製剤６０g、生後2週齢ま
では製剤１０g/日を生乳に混ぜて投与することで、糞便中
に含まれる原虫が減少すること
が報告されています［１］。さらに
木酢酸粉末は腸管内の原虫を
吸着する効果があるとされてい
ます［２］。木酢酸粉末を団子状に
すると、比較的簡単に子牛へ投
与することができます（右写
真）。

子牛の下痢症の中でも、クリプトスポリジウム症は特に対策が難しいため、苦労され
ている方も多いと思います。今回はクリプトスポリジウム症の治療や対策方法につ
いて、最新の文献や実際の対応例から得られた知見を紹介します。

クリプトスポリジウム症の治療

クリプトスポリジウム症について
十勝統括センター
上士幌家畜診療所
獣医師 髙橋 和瑛

クリプトスポリジウム症について

　クリプトスポリジウム症には特効薬がないため、感染を
予防することが大切です。クリプトスポリジウム原虫に汚

クリプトスポリジウム症の対策方法

　クリプトスポリジウム症は、消化管内に寄生するクリプト
スポリジウム原虫によって引き起こされる感染性下痢症の
一つです。ハッチや牛床に付着した原虫を子牛が口から摂
取することで感染し、早い場合は生後数日から発症しま
す。発症すると黄白色の水様性下痢を生じ、脱水症状が重
篤な場合は残念ながら死亡することもあります。
　発症した子牛の糞便中には多数のクリプトスポリジウム
原虫が含まれています。原虫の大きさは直径約５μmと非
常に小さく、肉眼で原虫を見つけることは不可能です。下
痢症の原因病原体は他にも数
多くあり、下痢便の性状からクリ
プトスポリジウム症を診断する
ことはできません。獣医師が糞
便中に含まれる原虫を顕微鏡で
確認（右写真）するか、専用の検
査キットを使用して診断します。

　一度の対策でクリプトスポリジウム症が清浄化に至る事
例は少なく、下痢の発症を減らすことにより被害を軽減す
ることが対策の目的です。対策を実施することで、環境中
の原虫数が減少し、子牛の下痢症を減らすことが可能で
す。万が一再発した場合には、汚染エリアを再消毒し、汚染
を蓄積しないことが重要です。対策後も被害が軽減しな
い、もしくは対策の実施が困難な場合は、子牛の飼育場所
の変更を検討する必要があります。
　クリプトスポリジウム原虫は牛だけではなく、人にも感
染性を有しています。人が感染した場合、子牛と同じく激し
い水様性下痢を生じます。過去には汚染された水道水を
介し、人での大規模な集団発生も起きています。牛だけで
はなく、人にも健康被害を及ぼすことから、農場内が汚染
された場合には、早期に対策を進めることをおすすめしま
す。クリプトスポリジウム症にお悩みの方は、お近くの
NOSAI家畜診療所の獣医師に相談してください。
　

染されたエリアを特定し、
念入りに洗浄し、消毒する
ことが感染予防の基本原
則です（右図）［３］。
　はじめに獣医師による
糞便検査で汚染エリアを特定し、対策エリアを絞り込みま
す。次にエリア内のハッチや牛床などを念入りに洗浄し、原
虫を物理的に排除します。厚い殻に覆われた原虫には、多
くの消毒薬は効果がなく、熱湯や乾燥による消毒が有効で
す。熱湯消毒の場合、７２℃の熱湯を約1分間かけ続ける必
要がありますので、温度管理に注意してください。熱湯消
毒ののちに、２～６カ月程度の乾燥を実施します。最後に消
毒した箇所に石灰乳を塗布して残っている原虫を封じ込め
ます。コクシジウムの消毒に使用するオルソ剤を希釈した
石灰乳に用いると、約１２０分で原虫が失活します[４]。作業
者や感染した子牛を介して汚染が拡大することが多いの
で、作業動線の見直しや踏込消毒槽の設置も同時に検討
してください。

対策の重要性について

汚染エリアの特定

再発時

ハッチや
牛床の水洗

熱湯消毒
（72℃,1分間）

十分な乾燥
（数カ月）

石灰乳の
塗布

糞便中のクリプトスポリジウム原虫
 （矢印）

消毒のフローチャート

子牛への木酢酸粉末の投与方法

参考文献［1］ 野崎敢, 他 : 産業動物臨床医学雑誌, 10: 68-72（2019）
［2］ Watarai S,　　   . : J Dairy Sci. 91: 1458-1463（2008）
［3］ 髙橋和瑛, 他 : 家畜診療, 70: 407-416（2023）
［4］ 松原立真, 他 : 日本畜産環境学会誌, 21: 32‒38（2022）

 et al

東亜養牛オンラインセミナー　好評配信中！

「胎子期の重要性と子牛の飼養管理」
帯広畜産大学　教授　大塚 浩通　先生

輝く明日を、腸から。

新サイトにて

ご視聴はこちらから！
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おいしい牛乳のために余念がない水本さん

放牧中の牛は元気いっぱい 放牧酪農に取り組む水本牧場

　
水
本
牧
場（
代
表
・
水
本
春
雄
さ
ん

＝
４８
）は
、一
般
社
団
法
人
日
本
草
地
畜

産
種
子
協
会
か
ら「
放
牧
畜
産
実
践
牧

場
」の
認
定
を
受
け
、
飼
料
自
給
率
の
高

い
酪
農
経
営
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
恵
庭
市
中
央
に
あ
る
同
牧
場
は
、
約

３２
頭
の
搾
乳
牛
で
年
間
出
荷
乳
量
３
０

０
㌧
ほ
ど
の
生
乳
を
出
荷
。
放
牧
地
約

１２
㌶
、
採
草
地
約
３０
㌶
で
経
営
し
て
い

ま
す
。

放
牧
型
酪
農
へ
の
転
換

　
父
親
の
隆
夫
さ
ん
が
昭
和
４０
年
代
に

同
牧
場
を
立
ち
上
げ
酪
農
を
始
め
ま
し

た
。
当
初
は
１
万
㌔
牛
群
を
つ
く
る
こ
と

を
目
標
に
切
磋
琢
磨
し
、
年
間
５
０
０

㌧
出
荷
し
て
き
ま
し
た
が
、
２０
年
ほ
ど

前
に
春
雄
さ
ん
は
心
機
一
転
。
放
牧
型

の
酪
農
経
営
に
切
り
替
え
、
放
牧
地
が

雪
で
覆
わ
れ
る
初
冬
ま
で
放
牧
を
続
け
、

購
入
飼
料
を
最
小
限
に
抑
え
る
方
針
に

転
換
し
ま
し
た
。

留
学
の
経
験
を
糧
に

　
水
本
さ
ん
は
岩
見
沢
農
業
高
校
か
ら

北
海
道
文
理
科
短
期
大
学
に
進
学
し
ま

し
た
。
高
校
で
は
レ
ス
リ
ン
グ
部
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
、
北
海
道
代
表
選
抜
出

場
、
全
国
大
会
3
度
出
場
の
経
験
を
持

ち
、
今
で
も
そ
の
パ
ワ
ー
は
健
在
で
す
。

短
期
大
学
卒
業
後
は
、
種
雄
牛
を
生
産

す
る
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
デ
ン
バ
ー

ブ
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牧
場
で
１
年
半
の
酪
農

実
習
を
経
験
し
、
帰
国
後
は
実
習
先
の

牧
場
で
飼
養
さ
れ
て
い
た
未
経
産
牛
の

「
フ
ィ
ル
ダ
ー
デ
ー
ビ
ー
ス
ィ
ー
ト（
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
種
雌
）」を
輸
入
。
搾
乳
量
年

間
１
万
７
千
㌔
を
達
成
し
、そ
の
子
孫

が
今
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
北
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
食
品
」に

認
定

　
水
本
さ
ん
の
生
乳
は
同
市
黄
金
地

区
に
あ
る
ジ
ェ
ラ
ー
ト
専
門
店

「
G
e
l
a
t
e
r
i
a 

G
i
g
i

（
ジ
ェ
ラ
テ
リ
ア
ジ
ジ
）」で
低
温
加
熱

殺
菌
し
加
工
・
販
売
し
て
い
ま
す
。ジ
ェ

ラ
ー
ト
は
そ
の
品
質
の
高
さ
か
ら
、
北
海

道
の
優
れ
た
加
工
食
品
を
選
定
す
る
北

の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
食
品
２
０
２
２
に「
恵

庭
産
放
牧
認
証
の
イ
タ
リ
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ー

ト
」と
し
て
選
定
さ
れ
、
原
料
乳
の
品
質

の
高
さ
は
折
り
紙
付
き
で
す
。

　
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
を
時
々
訪
れ
る
と
い
う

水
本
さ
ん
は「
も
っ
と
お
客
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
う
た
め
、お
い
し
い
牛
乳
を
作
る

努
力
を
続
け
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

恵庭市

さん
水本 春雄

北海道   アグリ人

た
か
お

みず もと はる お

乳
牛
の
放
牧
に
取
り
組
み

高
品
質
の
生
乳
生
産
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広大な北海道に憧れて就農を決意した藤田さん

ミニトマトの誘引は収穫量を左右する大切な作業

あふれる熱意と行動力で、農業に取り組む人々を、北海道各地からご紹介します。

今
春 

新
規
就
農

こ
の
地
に
恩
返
し
を

　
藤
田
知
也
さ
ん（
３１
）は
、
岩
見
沢
市

栗
沢
町
上
幌
に
約
８０
㌃
の
農
地
を
取
得

し
、
今
年
３
月
に
新
規
就
農
。ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
３
棟
で
ミ
ニ
ト
マ
ト「
キ
ャ
ロ
ル
ス

タ
ー
」を
中
心
に
、カ
ボ
チ
ャ
や
サ
ツ
マ
イ

モ
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
。「
営
農
で
心

が
け
て
い
る
こ
と
は
、
理
想
の
栽
培
方
法

と
作
業
性
向
上
の
両
立
で
す
。
手
間
暇

を
か
け
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
仕
事
を

こ
な
し
、
収
量
や
品
質
の
確
保
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
ま
す
。

農
業
に
強
い
憧
れ

　
石
川
県
生
ま
れ
の
藤
田
さ
ん
は
、
中

学
校
の
農
業
体
験
で
富
良
野
市
を
訪
れ

た
と
き
、
酪
農
地
帯
や
畑
作
農
業
を
目

の
当
た
り
に
し
、
農
業
に
強
い
憧
れ
を
抱

き
ま
し
た
。

　
社
会
人
に
な
る
と
北
海
道
で
農
業
を

し
た
い
気
持
ち
が
次
第
に
強
く
な
り
、

４
年
間
勤
め
て
い
た
会
社
を
退
職
。
北

海
道
の
農
業
大
学
校
で
技
術
や
経
営
を

２
年
間
学
び
ま
し
た
。そ
の
後
、
研
修
先

が
岩
見
沢
市
に
決
ま
り
、１
年
目
は
栗

沢
町
の
指
導
農
業
士
の
下
で
実
践
的
な

農
業
研
修
を
受
け
、２
年
目
は
北
村
農

業
試
験
圃
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
の
栽
培
技

術
の
習
得
に
励
み
、
新
規
就
農
の
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

苦
労
も
経
験
し
気
付
き
と
学
び

　
「
就
農
し
て
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
、
農

機
具
が
そ
ろ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
す

ね
。
国
の
経
営
発
展
支
援
事
業
で
ト
ラ

ク
タ
ー
や
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
ロ
ー
タ

リ
ー
、テ
ー
ラ
ー
な
ど
を
購
入
し
ま
し

た
」と
設
備
投
資
へ
の
苦
労
を
振
り
返
り

ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
気
候
や
土
壌
条
件
の

違
い
に
よ
っ
て
作
物
の
生
育
が
大
き
く
変

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
実
感
し
た
藤
田
さ

ん
は「
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
や
灌
水
管
理
は

順
調
に
で
き
ま
し
た
が
、
湿
度
の
管
理
は

見
落
と
し
て
い
ま
し
た
。ミ
ニ
ト
マ
ト
は

湿
度
が
低
す
ぎ
る
と
水
分
が
十
分
に
吸

収
で
き
ず
葉
が
し
お
れ
て
し
ま
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
地
域
の
農
業
者
は
就
農
し
た
藤
田
さ
ん

を
温
か
く
迎
え
入
れ
、
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
何
で
も
教
え
て
く
れ
る
と
い
い

ま
す
。ま
た
、Ｊ
Ａ
や
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
も
生
育
の
確
認
に
定
期
的
に
訪

れ
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
支
援
し

て
い
ま
す
。

や
る
し
か
な
い

　
藤
田
さ
ん
は「
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
”や
っ
て
み
る
し
か
な
い
“と

い
う
の
が
本
音
で
す
が
、
地
域
に
恩
返

し
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で

す
。ま
た
、
将
来
に
向
け
て
、
作
付
品
目

や
面
積
を
増
や
し
、
農
作
業
が
重
な
ら

な
い
よ
う
な
栽
培
体
系
を
模
索
し
て
い

き
た
い
で
す
」と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

岩見沢市

さん
藤田 知也
ふじ た とも や
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肥培管理に工夫を凝らす窪内さん

通路側に並ぶ「摩周メロン」温度管理が徹底されているビニールハウス

長
女
の
十
彩
ち
ゃ
ん（
2
）、次
女
の
琴
音

ち
ゃ
ん（
0
）と
暮
ら
す
窪
内
農
場
の
４

代
目
で
す
。
10
棟
の
ハ
ウ
ス
で
栽
培
す

る
摩
周
メ
ロ
ン
の
他
に
、
比
較
的
小
規

模
の
畑
で
収
益
を
上
げ
る
た
め
、
タ
マ

ネ
ギ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等

も
栽
培
し
て
い
ま
す
。
タ
マ
ネ
ギ
は
弟

子
屈
町
唯
一
の
栽
培
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
は
自
宅
前
の
直
売
所
に
並
べ
る
た
び
、

２
日
ほ
ど
で
売
り
切
れ「
買
い
に
来
て

　
弟
子
屈
町
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
摩
周

メ
ロ
ン
は
、
昼
夜
の
大
き
な
温
度
差
に
よ

り
糖
度
が
増
し
、
強
い
甘
み
を
持
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、
生
産
量
が
少
な
く
全
く

市
場
に
出
回
ら
な
い
た
め「
幻
の
メ
ロ
ン
」

と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

直
売
所
で
の
販
売

　

窪
内
英
和
さ
ん（
34
）は
、
父
の
繁
義

さ
ん（
72
）、
妻
の
美
紗
貴
さ
ん（
29
）、

メ
ロ
ン
栽
培
の

す
べ
て
が
楽
し
い

く
れ
る
人
が
い
て
本
当
に
あ
り
が
た
い

で
す
」と
窪
内
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

美
し
い
網
目
を
作
る
た
め
に

　
３
月
２３
日
に
播
種
し
た
メ
ロ
ン
は
通
路

側
に
き
れ
い
に
並
ぶ
よ
う
に
す
る
た
め
、

ハ
ウ
ス
の
側
面
か
ら
伸
び
る
つ
る
を
実
が

通
路
に
接
す
る
よ
う
に
Ｕ
タ
ー
ン
さ
せ
る

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
側
面
に
実
が
あ

る
と
風
や
日
光
に
さ
ら
さ
れ
や
す
く
な

り
、
管
理
も
し
づ
ら
く
な
る
た
め
窪
内

さ
ん
は
Ｕ
タ
ー
ン
方
式
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

　
摩
周
メ
ロ
ン
の
特
徴
の
一
つ
と
い
え
る

き
め
細
か
な
網
目
を
入
れ
る
工
程
は
、

約
２０
日
に
及
ぶ
温
度
管
理
が
カ
ギ
と
な

り
ま
す
。メ
ロ
ン
の
網
目
は
果
肉
と
表
皮

の
成
長
ス
ピ
ー
ド
の
ズ
レ
に
よ
り
生
じ
ま

す
。
最
初
は
つ
る
ん
と
し
た
表
皮
が
果
肉

の
成
長
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、ヒ
ビ
が

入
り
か
さ
ぶ
た
の
よ
う
に
網
目
の
シ
ワ

が
で
き
ま
す
。そ
の
た
め
果
肉
の
成
長
ス

ピ
ー
ド
の
調
整
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
表

皮
に
太
い
線
が
入
っ
た
り
、メ
ロ
ン
自
体

が
割
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
朝
は
メ
ロ
ン
の

表
面
が
し
っ
と
り
濡
れ
る
く
ら
い
に
湿
度

を
保
ち
、
日
中
は
気
温
に
注
意
し
な
が

ら
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
管
理
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。そ
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
メ
ロ
ン
の

網
目
は
非
常
に
細
や
か
で
美
し
く
な
り

ま
す
。

栽
培
を
楽
し
む

　
３
月
の
雪
の
あ
る
時
期
か
ら
ビ
ニ
ー
ル

を
か
け
、
温
度
管
理
の
た
め
絶
対
に
家

を
空
け
ら
れ
な
い
メ
ロ
ン
栽
培
。「
最
初

か
ら
最
後
ま
で
大
変
で
す
が
、そ
れ
で
も

す
べ
て
が
楽
し
い
で
す
」と
英
和
さ
ん
は

笑
顔
で
話
し
ま
す
。

弟子屈町

さん
窪内 英和

こ
と
ね

し
げ

み

と
い
ろ

さ

き

よ
し

北海道   アグリ人

くぼ うち ひで かず
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杉山大輔さん・智恵さん夫妻

大好評のチーズケーキ Instagram

落ち着いた外観の
「森の暮らし」

と
う 

ご
う
お
さ
む

ち

え

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
、

当
時
介
護
業
界
に
従
事
し
て
い
た
大
学

の
同
級
生
、
東
郷
さ
ん
を
農
業
に
誘
っ
た

と
い
い
ま
す
。

　
2
人
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農
業
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未
経
験
で
し
た
が
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現
在
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小
麦
・
て
ん
菜
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
56
㌶
栽
培
し
、
今
年

で
就
農
3
年
目
を
迎
え
ま
す
。
杉
山
さ

　
遠
軽
町
の
合
同
会
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北
大
雪
フ
ァ
ー
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表
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締
役
杉
山
大
輔
さ
ん
は
、
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3
年
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東
郷
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ん
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家
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珈
琲
店
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ゲ
ス
ト
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森
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ら
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経
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北
海
道
移
住
そ
し
て
新
規
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光
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。
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く
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。

2
人
で
切
り
盛
り
こ
だ
わ
り
の

カ
フ
ェ
兼
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。
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迎
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兼
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収
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。
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わ
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。
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光
客
の
み

な
ら
ず
、地
域
住
民
に
も
よ
く
利
用
さ
れ

て
お
り
、女
性
の
団
体
客
か
ら
ひ
と
り
読

書
を
楽
し
む
男
性
客
ま
で
幅
広
い
客
層
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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テ
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カ
フ
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焙
煎
珈
琲
店
ラ
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プ
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ト
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森
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暮
ら
し
」／
遠
軽
町
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1
5
7
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フ
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不
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話
／
0
9
0-

1
3
0
4-

1
8
4
3

あふれる熱意と行動力で、農業に取り組む人々を、北海道各地からご紹介します。

遠軽町

さん
杉山 大輔
すぎ やま だい すけ

農
業
と
観
光
を
結
び
つ
け
る
、

40
歳
か
ら
の
挑
戦
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地元素材にこだわるグルメや、大自然を堪能できる名所など、
地元だからこそわかるレアな魅力を発信していきます。

　令和5年4月、全国有数のそば産地である深川市多度
志地区にそば店「多度志やまそば えにし」がオープンし
ました。
　多度志産のそば粉に店主の菊池充さんが毎朝自ら製
粉したそば粉をブレンドした本格的な10割そばを楽し
めます。メニューは「ざるそば」「天ざるそば」の2種類
で、菊池さんの「そばの風味をそのまま味わってほし
い」との思いから冷たいそばのみの提供となっていま
す。そばの提供数は1日20食ほどで、市内外から多くの
人が訪れる人気店のため事前予約がおすすめです。
　営業時間は11時30分から15時30分まで、定休日は

水・木曜日です。深川市
にお越しの際はぜひお
立ち寄りください。

　「JA中標津街の駅ぷちあるる」は、地場産の生乳を
原料にした乳製品などを販売しており、地元の人だけ
でなく観光客からも高い人気を集めています。
　中でも、多い日は1日に200個売れるという「なかし
べつプレミアムソフトクリーム」は、同店で通年販売し
ている人気商品です。材料となるソフトクリームミック
スは、同町で生産された「なかしべつ牛乳」を原料に同
JA乳製品工場で製造しています。舌触りが滑らかで、良
質な牛乳の風味を生かしたソフトクリームに仕上がって
います。
　また、シェイクは同町で一季成りイチゴの周年生産に

取り組む「株式会社シンクリッチ」が生産したイチゴと
「なかしべつ牛乳」を使用しています。「赤いいちご」は
酸味があり、さっぱりとした口当たりで、「白いいちご」
は甘く濃厚な味わいを楽しむことができます。
　地元の味を楽しめる「JA中標津街の駅ぷちあるる」
にぜひ訪れてみてはいかがでしょうか。

素材の味を最大限に活かしたこだわりのそば

カラフルなジャガイモ50種類以上の取り揃え！見た目も味も楽しめる冷た～いデザートはいかが？

　函館市の五稜郭タワーのすぐそばに、農家直営じゃ
がいも専門店『じゃがいもFACTORY』があります。せ
たな町の農業生産法人(株)なな実の直営店で、その時
一番おいしい旬のジャガイモを知ってもらいたいとい
う想いから令和2年11月にオープンしました。週替わり
で違うジャガイモを使ったソフトクリームが楽しめ、50
種類以上のジャガイモの量り売りは、食べ比べやギフ
トにぴったりの1kgサイズから地方発送もできます。
　彩り豊かなジャガイモ商品は冷凍での販売もしてお
り、その場で鮮やかに揚げる「トロワポテチ」は全国の
北海道物産展に出店の際も人気を集めています。

農業体験塾「命をいただく」意味を学ぶ

函館市

深川市
中標津町

幕別町

湧別町

NOSAI 北海道

とものりなかたに

農家直営 じゃがいも FACTORY -produced by NANAMI-

　幕別町上忠類地区のiふぁーむ（岩谷史人代表）でこのほど、同町主催の
「農業体験塾」が開催され、小学生とその家族25人ほどが参加しました。
　iふぁーむは教育現場と連携しながら、子どもたちに学びの場を提供す
る「酪農教育ファーム」の認証を取得し、妻の智恵さんとファシリテーター
(グループや組織がより協力し、共通の目的を理解し目的達成のために計
画立案を支援する人)として活動しています。
　農業体験塾では岩谷代表が、牛の一生や牛乳ができる過程などをポス
ターを用いて説明したほか、搾乳・哺乳の体験やアイスクリーム作りを行い
ました。さらに食肉加工センターで働く人の体験談をもとにした絵本の読
み聞かせを行い、命をいただくことの意味を問いかけてくる内容に涙ぐむ
参加者もいました。

24時間無人販売所オープン
(有)中谷牧場A2ミルクARVO―アルボ―

　(有)中谷牧場の中谷友則社長（69）は令和5年5月、
湧別町計呂地に24時間無人販売所「ARVO 24H 
STORE」をオープンしました。
　同社はジャージーA2ミルクを使用した乳製品を製
造・販売する「若里ジャージーミルク工房ARVO―アル
ボ―」(佐呂間町)を経営しており、今回の無人販売所の
オープンによって24時間いつでもA2ミルクを楽しめる
ようになりました。
　無人販売所には種々の自動販売機が並び、ARVO製
品はもちろんのこと、他にもおにぎりやパン、菓子や弁
当など豊富な品揃えです。

　「地域の住民、特に地域のお年寄りのために」と中谷
社長は地元への思いを語ってくれました。
　国道238号線沿いに位置し、長旅の休憩地としても
お薦めで、町外からの注目も高まっています。

きくちみつる

いわたにふみひと

とも え
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本
別
町
活
込
地
区
で
乳
牛
約
1
0
0
0
頭
を
飼
養
す
る

㈱
ク
リ
ー
ブ
ミ
ル
キ
ー
ラ
イ
ン
代
表
の
高
橋
好
則
さ
ん（
63
）と
従

業
員
の
方
々
に
お
忙
し
い
中
撮
影
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
㈱
ク
リ
ー
ブ
ミ
ル
キ
ー
ラ
イ
ン
は
平
成
30
年
に
3
件
の
酪
農
家

が
集
ま
り
設
立
し
た
町
内
で
初
の
共
同
酪
農
法
人
で
、22
人
の
従

業
員
が
働
い
て
い
ま
す
。町
内
初
の
ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
を
導
入

し
、設
立
当
初
か
ら
飼
養
頭
数
は
約
2
倍
に
増
え
、町
内
最
大
規

模
の
農
場
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
代
表
の
高
橋

さ
ん
は「
設
立
し
て
か
ら
今
ま
で
大
変
な
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。社
名
の
ク
リ
ー
ブ
は
突
き
進
む
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。『
酪
農
』と
い
う
仕
事
を
楽
し
く
や
り
が
い
の
あ
る『
楽
農
』へ

と
突
き
進
め
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
従
業
員
と
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

クイズに
答えて

［北海道ホテル オリジナルスープセット］
　北海道ホテル（帯広市）のシェフが十勝の食材で仕上げたオリジナルスープセット
です。栗のような風味と鮮やかな黄色が特徴で、甘く濃厚な味わいの「インカのめざ
め」2袋、帯広ばんえい競馬の厩舎から出る麦わらの堆肥と札内川の伏流水が育ん
だマッシュルームを使用した「とかちマッシュ」、栗のような食感とほくほくとした甘
みがある「白九重栗南瓜」、甘くてやわらかな粒皮の十勝のトウモロコシを使用した
「とうもろこし」を各1袋の合計5袋のセットです。
　酪農王国十勝が誇るおいしい十勝の牛乳を使った濃厚なクリームスープを、ぜひ
この機会にご堪能ください。

正解者の中から抽選で
「北海道ホテル オリジナルスープセット」
を30名の方にプレゼントします！

honsyo_kouhoug@nosai-do.or.jp
011-232-3246
〒060-0004 札幌市中央区北４条西１丁目１  
北農ビル15階 NOSAI北海道 クイズ係

令和5年10月27日（金）必着 
※当選発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

応募はＮＯＳＡＩ北海道で農業保険に加入している方とそのご家族に限ります。
上記の応募方法から、住所・氏名・年齢・加入者氏名・電話番号・右記クイズの答
えと「ＮＯＳＡＩほっかいどう」へのご意見やご感想を記入してご応募ください。

【メール】
【 FAX 】
【ハガキ】

NOSAIクイズ

応募
方法

応募
〆切り

プレゼントを当てよう！

今
号
の
表
紙

今回の
プレゼント

た
か
は
し
よ
し
の
り

応募フォーム

前号の
答え 私 的 居 間A1 A2

代表の高橋さん（後列右から2番目）と従業員の皆さん

NOSAIクイズ
次の　の中に漢字を入れて
慣用句を完成させよう！

A1：

全て身体の一部です。ヒント

が固い

が上がらない

A2：から鼻に抜ける

を皿のようにする

A3：に泥をぬる

から火が出る
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ＮＯＳＡＩ北海道からのお知らせＮＯＳＡＩ北海道からのお知らせ

　6月23日に深川市の石狩緑地野球場でＪＡ空知青年部
連合会北ブロックとNOSAI北海道道央統括センター北空
知支所による球技大会が開催されました。当日は196人
が参加し、キックベースボールで懇親を深めました。
　また、6月26日には深川市のJAきたそらち音江支所で、
北空知支所職員による収入保険と園芸施設共済の勉強会
を開催しました。JAきたそらち職員、JAきたそらち青年部
など52人が参加し、活発な意見交換を行いました。
　
　NOSAI北海
道は、今後も組
合員や関係機
関との連携を
強化し、勉強会
などを通じて
農業保険の普
及推進を行っ
ていきます。

　NOSAI北海道は、11月までに全道103会場でNOSAI部
長会議を順次開催しています。
　同会議では、農業保険の周知や農業保険加入推進の基本
方針などを議題としています。また、令和6年3月末で基幹組
合員の任期満了を迎えることから、役務者のとりまとめなど
についても協議しています。
　開催日等の詳細は、各支所からの通知文をご覧ください。
多数のご参加をお待ちしています。
※既に終了している会場もありますのでご注意ください。

JA青年部との球技大会および勉強会を開催しました

令和5年度NOSAI部長会議を開催しています

7月4～5日
7月20日

7月20～21日

8月17日

8月18日

第3回総務専門委員会（十勝）
第2回農作専門委員会（ＴＶ会議）
第2回安全運転管理委員会（ＴＶ会議）
第2回家畜専門委員会（十勝）
  

第4回総務専門委員会（ＴＶ会議）
第3回農作専門委員会（ＴＶ会議）
第3回家畜専門委員会（ＴＶ会議）
第3回安全運転管理委員会（ＴＶ会議）
第2回余裕金運用管理委員会（ＴＶ会議）
第4回理事会（ＴＶ会議）

組合の動き 7月～8月 組合で開催された主な会議等を掲載します。

参加人数も多く熱い戦いが繰り広げられました勉強会で挨拶をする北空知支所の中嶋将太郎主任
なかしましょうたろう
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不定期ですが「コープさっぽろ」、江別市の
「おいで屋」または「ベジスト」で購入可能です。
「森農場」にお問い合わせください。
e-mail： morisanchinohatake@gmail.com

江別市の森農場で農
作業全般と販売を担
当。野菜ソムリエの
資格を生かし、食育
活動にも力を入れて
います。

現在はホームページ『森のみのり』でネット販
売を展開中。Facebook、Instagram、X（旧
Twitter）で農場の様子を日々発信しています。

野菜ソムリエ   
森 雅美さん

200g
1/2個

大さじ1と1/2
1個
100g

　　　1缶
　　小さじ1
　　大さじ1
　1人分5g×2

　3枚
少々

「コールラビ」が入手できる店の一例

レシピ考案

ポイン
ト

コールラビの塩麴パスタ

1 2

3
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パスタを茹でている間に、熱したフライパンにオ
リーブオイルを入れ、玉ねぎ→エリンギ→ツナ→
塩麴で和えておいたコールラビの順に炒める。
そこに茹で上がったパスタを加えてさらに炒め、
しょうゆで味を調整する。

コールラビは短冊切りにして塩麴と和えておく。
玉ねぎは薄切り、エリンギは縦に薄切り、大葉は
千切りに。ツナ缶は軽く油をきっておく。バターは
1人分ずつに切っておく。

4パスタをお皿に盛り付け、カッ
トしたバター、大葉、白ごまを
乗せたら完成。

大きめの鍋にお湯を沸かし、パ
スタを茹でる。茹で時間は表示
より30秒ほど短めに。(後で炒め
てちょうどいい硬さにするため)

ドイツ語で「キャベツのかぶ」という意味の野菜。アブ
ラナ科でキャベツやブロッコリーの仲間です。乾燥と
冷気に弱いため、新聞紙などにくるんでビニール袋
に入れたり、使いかけのものは切り口をラップで密閉
して、冷蔵庫の野菜室で保存するのがおすすめ。
高血圧やむくみを防ぐカリウム、コラーゲンの生成を
促し美肌効果や老化防止効果があるビタミンC、
DNAの合成に関わる葉酸が豊富に含まれています。

コールラビ
今回の食材は

コールラビは加熱しても栄養素を損ないにくいと言われています。今回はコールラビの
シャキシャキとした食感を生かすために、他の食材より後に加え、とろっと柔らかくならない
程度に調理しています。大根やカブも同じような食感なので代用して作ることもできます。

作り方材料（2人分）

・ロングパスタ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・コールラビ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・塩麴(市販のものでOK)　
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・玉ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・エリンギ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・ツナ缶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・オリーブオイル・・・・・・・・・・・・・・
・バター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・大葉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・白ごま・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




